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	背景
	細胞局在：分泌型インターロイキン1ベータ（IL1B）ヒト この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン1サイトカインファミリーの一員です。このサイトカインは活性化マクロファージによってプロタンパク質として産生され、カスパーゼ1（CASP1/ICE）によってタンパク質分解され、活性型となります。このサイトカインは炎症反応の重要なメディエーターであり、細胞増殖、分化、アポトーシスなど、様々な細胞活動に関与しています。中枢神経系（CNS）におけるこのサイトカインによるシクロオキシゲナーゼ2（PTGS2/COX2）の誘導は、炎症性疼痛過敏症に寄与することが分かっています。この遺伝子と他の8つのインターロイキン1ファミリー遺伝子は、第2染色体上にサイトカイン遺伝子クラスターを形成します。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	RAW264.7細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をIL-1βウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

